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9月25日、気持ちの良い秋晴れのもと、
川西健民グラウンドでスポーツフェスティ

バルが行われました。綱引きやリレー、川

西幼稚園年長さんのバルーン等、競技して

いる人も見ている人もとても盛り上がりま

した。
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平
成
23
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
９

日
か
ら
20
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
22
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
決
算
を
始
め
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
14
案
件
に
つ
い
て
、
慎
重
に

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
案
件
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

☆
認
定
第
１
号

平
成
22
年
度
川
西
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
決
算
に
つ
い
て

前
年
度
の
決
算
報
告
で
す
。（
賛
成
多

数
に
よ
り
原
案
認
定
）

☆
認
定
第
２
号

平
成
22
年
度
川
西
町
水
道
事
業
会
計
決

算
に
つ
い
て

前
年
度
の
決
算
報
告
で
す
。（
賛
成
多

数
に
よ
り
原
案
認
定
）

☆
承
認
第
８
号

平
成
23
年
度
川
西
町
一
般
会
計
補
正
予

算
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
用
テ
ン
ト
の
整
備
に
対
す
る

財
団
の
助
成
が
採
択
さ
れ
た
も
の
、
及
び

中
央
体
育
館
の
雨
漏
り
の
補
修
に
つ
い
て

町
長
専
決
に
よ
り
執
行
し
た
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
承
認
）

☆
議
案
第
38
号

平
成
23
年
度
川
西
町
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

地
域
集
会
所
補
助
金
の
増
額
、
障
害
者

自
立
支
援
制
度
の
法
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
の
改
修
費
、
更
生
医
療
費
の
返
還
金
、

川
西
小
学
校
建
て
替
え
に
伴
い
整
備
す
る

学
童
保
育
所
の
設
計
委
託
料
、
杵
築
神
社

前
道
路
改
良
に
伴
う
地
質
調
査
、
公
営
住

宅
の
空
き
家
修
繕
工
事
費
等
の
増
額
補
正

で
す
。（
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
39
号

平
成
23
年
度
川
西
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

前
年
度
分
の
精
算
に
よ
る
返
還
金
の
増

額
補
正
で
す
。（
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案

可
決
）

☆
議
案
第
40
号

平
成
23
年
度
川
西
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

事
務
用
消
耗
品
費
の
増
額
補
正
で
す
。

（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
41
号

平
成
23
年
度
川
西
町
介
護
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

前
年
度
分
の
精
算
に
よ
る
返
還
金
の
増

額
補
正
で
す
。（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案

可
決
）

☆
議
案
第
42
号

平
成
23
年
度
川
西
町
介
護
保
険
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
を
補

強
す
る
た
め
の
増
額
補
正
で
す
。（
賛
成

全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
43
号

平
成
23
年
度
川
西
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

借
受
人
か
ら
繰
上
償
還
さ
れ
た
分
に
つ

い
て
、
公
債
費
の
繰
上
償
還
を
行
う
も
の

で
す
。（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
44
号

平
成
23
年
度
川
西
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

企
業
債
の
金
利
負
担
軽
減
の
た
め
借
り

換
え
を
行
う
も
の
で
す
。（
賛
成
全
員
に

よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
45
号

川
西
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
寄
付
金
税

額
控
除
の
下
限
額
の
引
き
下
げ
、
株
式
の

配
当
・
譲
度
所
得
等
の
軽
減
税
率
の
延
長

等
の
改
正
で
す
。

（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
46
号

川
西
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

結
崎
地
内
で
開
発
に
よ
り
設
置
さ
れ
、

移
管
の
申
し
出
の
あ
っ
た
路
線
に
つ
い
て

認
定
を
行
う
も
の
で
す
。（
賛
成
全
員
に

よ
り
原
案
可
決
）

☆
諮
問
第
１
号

川
西
町
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

引
き
続
き
薦
田
義
治
氏
を
推
薦
す
る
も
の

で
す
。（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
推
薦
）

☆
同
意
第
３
号

川
西
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て教

育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

引
き
続
き
福
西
恭
子
氏
を
任
命
す
る
も
の

で
す
。（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
同
意
）

議
会
だ
よ
り
　
平
成
23
年
第
３
回
定
例
会

平
成
22
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
な
ど
14
案
件
可
決
・
承
認

（
会
議
録
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
町
議

会
　
会
議
録
〕
又
は
、
図
書
館
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

川
西
町
で
も
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
義
援
金
を
募
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
募
金
箱
と
個
人
様
か
ら
の
義
援
金

と
し
て
１，

０
８
１，

３
８
２
円
が
平
成

23
年
９
月
末
日
ま
で
に
集
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
お
預
か
り
し
た
義
援
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
に

全
額
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
々
は
現
在
も
支
援
を
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
義
援
金
は
来

年
３
月
31
日
ま
で
受
け
付
け
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
役
場
住
民

生
活
課
・
文
化
会
館
事
務
室
・
図
書
館
に

募
金
箱
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
義
援
金
受
付
は
、
平
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
で
す
。

（
土
日
祝
日
は
募
金
の
管
理
上
、
受
付
け

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

※
領
収
書
が
必
要
な
方
は
、
募
金
前
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
健
康
福
祉
課

1
０
７
４
５
―
44
―
２
２
１
１

（
内
線
１
６
２
）

東
日
本
大
震
災
義
援
金
に
つ
い
て
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川西小学校改築計画策定までの流れ

１
　
川
西
小
学
校
改
築
事
業
に
つ
い
て

川
西
小
学
校
の
現
校
舎
は
、
昭
和
43
年
に

第
１
期
工
事
が
竣
工
し
て
以
来
、
南
棟
の
増

築
、
北
棟
の
増
築
及
び
各
校
舎
の
改
修
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
当
初
の
竣
工
か
ら
40
年

以
上
が
経
過
し
、
校
舎
及
び
学
校
施
設
全
体

に
つ
い
て
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
快
適
な
環
境
で
教

育
を
受
け
ら
れ
る
学
校
施
設
の
整
備
を
目
的

と
し
て
、
こ
の
た
び
川
西
小
学
校
改
築
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
　
改
築
の
基
本
概
念

コ
ン
セ
プ
ト

み
ん
な
仲
よ
く
心
豊
か
に
学
べ
る
学
校

テ
ー
マ

・
立
地
条
件
を
考
慮
し
、
景
観
保
全
及
び

周
辺
に
な
じ
む
学
校

〜
敷
地
の
特
性
、
周
辺
地
域
と
の
調
和
等

を
踏
ま
え
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
学
校
〜

・
光
あ
ふ
れ
る
健
や
か
な
学
校

〜
日
照
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
配

慮
し
た
施
設
〜

・
太
陽
と
み
ど
り
を
効
果
的
に
活
用
し
た

エ
コ
・
ス
ク
ー
ル

〜
学
校
の
建
設
時
及
び
建
築
後
の
環
境
負

荷
軽
減
、
コ
ス
ト
縮
減
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
の
工
夫
〜

・
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

〜
地
域
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
果

た
す
配
慮
〜

３
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

ア
　
設
計
業
務

川
西
小
学
校
改
築
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

設
計
業
務
に
つ
い
て
は
、
公
募
型
指
名
競

争
入
札
（
総
合
評
価
落
札
方
式
）
に
よ
り
平

成
22
年
９
月
よ
り
設
計
業
者
の
選
定
を
は
じ

め
、
応
募
が
あ
っ
た
技
術
提
案
者
４
社
か
ら

最
も
優
れ
た
提
案
の
あ
っ
た
設
計
業
者
１
社

（
株
式
会
社
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ッ
ク
　
奈
良
事
務

所
）
と
平
成
23
年
２
月
に
設
計
業
務
（
基
本

設
計
及
び
実
施
設
計
）
の
委
託
契
約
を
締
結

し
ま
し
た
。

イ
　
改
築
計
画
策
定
ま
で
の
流
れ

川
西
小
学
校
改
築
計
画
策
定
ま
で
の
流
れ

は
、
下
図
の
と
お
り
で
す
。

※
改
築
計
画
策
定
に
関
連
す
る
規
程
（
改
築

検
討
委
員
会
・
改
築
検
討
庁
内
会
議
）
に

つ
き
ま
し
て
は
、
川
西
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ウ
　
改
築
計
画
策
定
に
関
す
る
庁
内
会
議
・

委
員
会
の
開
催

川
西
小
学
校
改
築
検
討
庁
内
会
議
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
23
年
３
月
１
日
に
第
１
回

を
開
催
し
、
以
後
、
毎
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で

第
６
回
ま
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、
平
成
23
年
６
月
10

日
及
び
９
月
16
日
に
川
西
小
学
校
改
築
検
討

委
員
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
議
会
学
校
建
設
特
別
委
員
会
に
は
、

改
築
検
討
委
員
会
に
お
け
る
検
討
結
果
を
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
庁
内
会
議
及
び
委
員
会
に
お
け
る
議
事
内

容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
川
西
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

４
　
今
後
の
取
り
組
み

こ
れ
ま
で
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
庁
内
会

教　育
委員会

町　長

川西小学校改築検討
委員会

川西小学校改築検討
庁内会議

議会
学校建設
特別委員会完成イメージ（鳥瞰図）

完成イメージ（南西側より）

議
、
検
討
委
員
会
及
び
町
議
会

に
お
い
て
、
ご
承
認
・
ご
了
承

い
た
だ
い
た
内
容
を
も
っ
て
、

川
西
小
学
校
改
築
計
画
に
関
す

る
基
本
設
計
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
よ
り
具
体
的
な
内
容
と
な

る
実
施
設
計
に
つ
い
て
策
定
を

進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
改
築

に
か
か
る
進
捗
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
川
西
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
中
心
に
随
時
お
知
ら
せ
し

て
参
り
ま
す
。
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歳　出
（一般会計）

37億3,186万7千円 歳　入
（一般会計）

38億4,754万4千円

平成22年度の町の決算が認定されました。
町が行っている事業は、皆さんが納めた税金や、国・県からの補助金などでまかなわれています。

決算は、このお金が住民の皆さんの暮らしやまちづくりの中で、どのように活かされてきたかをまと

めたもので、そのあらましを紹介します。

町民１人当たりの歳出額（平成22年度末の人口8,862人で計算）

民 生 費

10万216円

総 務 費

8万3,835円

公 債 費

7万7,534円

教 育 費

4万7,756円

土 木 費

4万7,972円

衛 生 費

2万7,948円

消 防 費

1万9,506円

用語の説明（歳出）
民生費：児童福祉や高齢福祉、障害福祉などに使われるお金
総務費：町の財産管理、税務、住民登録、選挙、広報、統計
など町の総括的な事務に使われるお金
公債費：町が借りたお金を返すためのお金
教育費：学校の増改築、学校運営、社会教育、生涯学習、文
化財保護などに使われるお金
土木費：道路や公営住宅の整備などに使われるお金
衛生費：各種検診や予防接種、ごみの処理などに使われるお金
消防費：広域消防の運営・消防団の運営や消防施設の整備、
防災事業などに使われるお金
議会費：町議会の運営や町議会議員の報酬などに使われるお金
農商工業費：農商工業の振興や農道の整備、観光の振興に使
われるお金

用語の説明（歳入）
地方交付税：所得税など国が徴収した税金の中から、町の財
政状況、地域特性に応じて交付されるお金
町税：みなさんが町に直接納めたお金（町民税、固定資産税など）
国庫・県支出金：事業などの実施において特定の目的の財源
として、国や県から交付されたお金
町債：大きな事業をおこなうために、国や金融機関から借り
入れたお金
地方消費税交付金：消費税の一部から交付されるお金
地方譲与税：国税として徴収した税金の中から、町に譲与さ
れるお金
地方特例交付金：子ども手当に伴い自治体の負担が増加する
分やエコカー減税等の実施に伴って自治体の減収する分を
補てんする性格を有する財源で、国から交付されるお金

窓
口 

分別 

一般会計 

歳入 
一般会計 

歳出 

地方交付税 
　14億2,606万 
　　　　9千円 
　　（37.1％） 

町税 
11億4,404万9千円 
（29.7％） 

町債 
3億5,844万円 
（9.3％） 

国庫支出金　　 
3億711万8千円 
（8.0％） 

総務費 
7億4,294万6千円 
（19.9％） 

公債費 
6億8,710万8千円 
（18.4％） 

土木費 
4億2,512万8千円 
（11.4％） 

衛生費 
2億4,767万 
3千円 
（6.6％） 

消防費 
1億7286万1千円 
　　　　（4.6％） 

議会費 
7,579万6千円（2.0％） 

農商工業費 
4,343万1千円（1.2％） 
諸支出金 
2,559万1千円 
　　　（0.7％） 

教育費 
4億2,321万7千円 
（11.3％） 

民生費 
8億8,811万6千円 
（23.8％） 

県支出金 
2億172万2千円 
（5.2％） 

繰越金 
1億731万1千円（2.8％） 

地方消費税交付金　8,359万8千円（2.2％） 
使用料及び手数料　7,304万円（1.9％） 
分担金及び負担金　3,740万1千円（1.0％） 
地方譲与税　2,936万2千円（0.8％） 

諸収入　2,851万6千円（0.7％） その他　5,091万8千円（1.3％） 
内訳：地方特例交付金、財産収入、 
　　　自動車取得税交付金、利子割交付金、 
　　　　配当割交付金、繰入金、 
　　　　　株式譲渡所得割交付金、寄附金、 
　　　　　　　交通安全対策特別交付金 

平成22年度　川西町決算報告 平成22年度　川西町決算報告 平成22年度　川西町決算報告 
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一
般
会
計
の
ほ
か
に
町
に
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
の

会
計
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
会
計
も
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
密
着
し
た
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

民健康保険特別会計
○歳入・・・10億5,176万８千円　●歳出・・・９億9,751万８千円

国民健康保険に加入している方の医療費等をまかなう会計です。主な歳入は、
保険税と国庫支出金。主な歳出は、保険給付費（医療費）と後期高齢者支援金です。

人保健特別会計
○歳入・・・24万２千円　●歳出・・・24万２千円

75歳以上の方等への医療費をまかなう会計でしたが、平成20年４月から『後期
高齢者医療特別会計』に移行しており、平成22年度をもって廃止となりました。

期高齢者医療特別会計
○歳入・・・9,030万４千円　●歳出・・・9,030万４千円

「老人保健法」による老人保健制度に替わり、平成20年４月から『高齢者の
医療の確保に関する法律』により、75歳以上の高齢者等を対象とする新たな医
療制度に係る会計です。主な歳入は後期高齢者医療保険料と、一般会計からの
繰入金。主な歳出は後期高齢者医療広域連合への負担金です。

宅新築資金等貸付事業特別会計
○歳入・・・1,615万１千円　●歳出・・・3,784万３千円

住宅環境を改善するための会計です。主な歳入は、貸付金の回収金や県支出
金で、主な歳出は、起債の償還です。
※単年度赤字分は翌年度予算より補填しています。

護保険事業勘定特別会計
○歳入・・・５億9,795万４千円　●歳出・・・５億8,879万５千円

介護保険給付を行う会計です。主な歳入は保険料と支払基金交付金、国、県
と町からの支出金。歳出は91.8％が保険給付費です。

護保険介護サービス事業特別会計
○歳入・・・１億3,254万７千円　●歳出・・・１億3,254万７千円

介護保険サービスを供給するための会計です。主な歳入は、サービス収入と
町からの繰入金。主な歳出は、通所介護サービス・認知症対応型共同生活介護
事業の実施、起債の償還です。

共下水道事業特別会計
○歳入・・・３億6,218万１千円　●歳出・・・３億6,218万１千円

下水道事業を行うための会計です。主な歳入は、下水道使用料と一般会計か
らの繰入金、下水道整備を行うために借り入れた町債です。歳出は、下水道の
整備、維持管理と起債の償還です。

道事業会計
○収益的収入…２億1,496万３千円　●収益的支出…２億2,073万６千円
○資本的収入…1,776万円　　　●資本的支出…8,520万７千円

水道事業の経営のための会計です。歳入の大部分は、皆さんが支払った水道
料金です。歳出は安全な水を供給するための費用です。

特別会計

企業会計

（歳入）
22億
5,114万7千円
（歳出）
22億943万円

国

老

後

住

介

介

公

水
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「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
「
財
政
健
全
化
法
」
と
い
う
）
が
制
定
さ
れ
、
各
地
方
公
共
団
体
は
、
平
成
19
年
度
決
算
か
ら
「
健
全
化
判
断
比
率
」

（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
）
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
公
営
企
業
も
資
金
不
足
比
率
の
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
町
の
平
成
22
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
化
判
断
比
率
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

用
語
の
説
明

◆
財
政
健
全
化
法

従
来
の
地
方
財
政
再
建
促
進
特
別
措
置
法

は
再
建
団
体
（
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
）
の
基
準
し

か
な
く
、
悪
化
の
前
兆
を
見
つ
け
て
早
期
に

是
正
す
る
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）
基
準
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

財
政
健
全
化
法
で
は
「
早
期
健
全
化
基
準
」

（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）、「
財
政
再
生
基
準
」

（
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
）
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
基

準
を
判
断
す
る
た
め
に
４
つ
の
指
標
を
算
定

し
、
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
上
で
、
議

会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
住
民
に
対
し
て
公

表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
早

期
健
全
化
基
準
や
財
政
再
生
基
準
以
上
に
な

っ
た
場
合
は
、
必
要
な
計
画
を
策
定
し
、
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

◆
早
期
健
全
化

健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
早
期
健

全
化
基
準
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
団
体
は

「
財
政
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、
自
主
的

な
改
善
努
力
に
よ
り
財
政
健
全
化
を
図
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

◆
財
政
再
生

健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
財
政
再

生
基
準
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
団
体
は
「
財

政
再
生
計
画
」
を
策
定
し
、
国
な
ど
の
関
与

の
も
と
確
実
な
財
政
再
建
を
図
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◆
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

※
標
準
財
政
規
模
‥
人
口
、
面
積
等
か
ら
算

定
す
る
当
該
団
体
の
標
準
的
な
一
般
財
源

規
模

※
一
般
会
計
等
の
赤
字
額
‥
一
般
会
計
及
び

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
の

赤
字
額

計算式

実　質

赤字比率

一般会計等の

実質赤字額

標準財政規模

‖

平成22年度川西町健全化判断比率
（単位：％）

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」表示となります。

平成22年度川西町資金不足比率
（単位：％）

※経営健全化基準とは早期健全化基準に相当する基準です。

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」表示となります。

健全化判断比率 本町比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － 15.00 20.00

連結実質赤字比率 － 20.00 40.00

実質公債費比率 18.9 25.00 35.00

将来負担比率 26.4 350.00

特別会計の名称 本町比率 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 － 20.0

公共下水道事業特別会計 － 20.0

平
成
22
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す
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◆
連
結
実
質
赤
字
比
率

公
営
企
業
を
含
む
全
会
計
を
対
象
と
し
た

実
質
赤
字
額
（
ま
た
は
資
金
不
足
額
）
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

◆
実
質
公
債
費
比
率

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元
利
償
還
金

（
交
付
税
充
当
分
を
除
く
）
と
準
元
利
償
還

金
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
。
18
％

を
超
え
る
と
地
方
債
を
発
行
す
る
際
に
許
可

が
必
要
と
な
り
、
25
％
を
超
え
る
と
一
部
起

債
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

①
元
利
償
還
金

②
準
元
利
償
還
金

イ．

満
期
一
括
償
還
地
方
債
の
１
年
あ
た

り
の
元
利
償
還
金
相
当
額
（
本
町
該
当

な
し
）

ロ．

公
営
企
業
債
の
償
還
財
源
に
充
当
し

た
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金

対
象
公
営
企
業
‥
公
共
下
水
道
特
別
会

計
、
介
護
保
険
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘

定
特
別
会
計

ハ．

一
部
事
務
組
合
等
が
起
こ
し
た
地
方

債
の
償
還
財
源
に
充
当
し
た
負
担
金
・

補
助
金
の
額

対
象
組
合
‥
式
下
中
学
校
組
合
、
山
辺

広
域
行
政
事
務
組
合
、
国
保
病
院
組
合

ニ．

公
債
費
に
準
ず
る
債
務
負
担
行
為
に

基
づ
く
支
出
額

対
象
‥
利
子
補
給
等
に
係
る
も
の

ホ．
一
時
借
入
金
の
利
子
（
本
町
該
当
な
し
）

③
特
定
財
源

④
元
利
償
還
金
・
準
元
利
償
還
金
に
か
か
る

基
準
財
政
需
要
額
算
入
額

基
準
財
政
需
要
額
‥
合
理
的
で
妥
当
な
水

準
で
行
政
を
行
っ
た
場
合
の
財
政
需
要
を

算
定
し
た
も
の

◆
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な

負
債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

①
将
来
負
担
額

イ．

一
般
会
計
等
の
22
年
度
末
地
方
債
残
高

ロ．

債
務
負
担
行
為
に
基
づ
く
支
出
予
定
額

ハ．

公
営
企
業
債
の
償
還
財
源
に
充
当
す

る
一
般
会
計
か
ら
の
負
担
見
込
額

対
象
公
営
企
業
‥
公
共
下
水
道
特
別
会

計
、
介
護
保
険
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘

定
特
別
会
計

ニ．

本
町
が
加
入
す
る
一
部
事
務
組
合
等

が
起
こ
し
た
地
方
債
の
償
還
財
源
に
充

当
す
る
負
担
見
込
額

対
象
組
合
‥
式
下
中
学
校
組
合
、
山
辺

広
域
行
政
事
務
組
合
、
国
保
病
院
組
合

ホ．

退
職
手
当
支
給
予
定
額
（
全
職
員
に

対
す
る
期
末
要
支
給
額
の
う
ち
一
般
会

計
等
の
負
担
見
込
額
）

へ．

設
立
法
人
等
の
負
債
等
に
か
か
る
一

般
会
計
等
の
負
担
見
込
額

対
象
法
人
‥
川
西
町
土
地
開
発
公
社

ト．

連
結
実
質
赤
字
額

チ．

組
合
等
の
連
結
実
質
赤
字
額
相
当
額

の
う
ち
一
般
会
計
等
負
担
見
込
額

②
充
当
可
能
基
金
額

イ
〜
へ
ま
で
の
償
還
額
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
る
基
金

③
特
定
財
源
見
込
額

④
地
方
債
現
在
高
等
に
か
か
る
基
準
財
政
需

要
額
算
入
見
込
額

⑤
元
利
償
還
金
・
準
元
利
償
還
金
に
か
か
る

基
準
財
政
需
要
額
算
入
額

◆
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額
の
事
業
規

模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

※
資
金
の
不
足
額
‥
一
般
会
計
等
の
実
質
赤

字
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
公
営
企
業

会
計
ご
と
に
算
定
し
た
額

○
水
道
事
業
は
、
流
動
負
債
等
か
ら
流
動
資

産
と
解
消
可
能
資
金
不
足
額
を
引
い
た
額

○
公
共
下
水
道
事
業
は
、
繰
上
充
用
額
と
支

払
繰
延
額
・
事
業
繰
延
額
等
か
ら
解
消
可

能
資
金
不
足
額
を
引
い
た
額

※
事
業
の
規
模
‥
料
金
収
入
な
ど
主
た
る
営
業

活
動
か
ら
生
じ
る
収
益
等
に
相
当
す
る
額

○
水
道
事
業
は
、
営
業
収
益
の
額
か
ら
受
託

工
事
収
益
の
額
を
引
い
た
額

○
公
共
下
水
道
事
業
は
、
営
業
収
益
に
相
当

す
る
収
入
の
額
か
ら
受
託
工
事
収
益
に
相

当
す
る
収
入
の
額
を
引
い
た
額

問
い
合
わ
せ

役
場
企
画
財
政
課

1
０
７
４
５
（
44
）
２
２
１
１

（
内
線
２
５
１
）

計算式

連結実質

赤字比率

連結実質赤字額

標準財政規模

‖

計算式

実　質
公債費
比　率

（3ヵ年平均）

（①＋②）－（③＋④）

標準財政規模－④

‖

計算式

将　　来

負担比率

①－（②＋③＋④）

標準財政規模－⑤

‖

計算式

資　　金

不足比率

資金の不足額

事業の規模

‖
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新
た
に
平
成
24
年
度
中
に
保
育
所
（
園
）
へ
の
入
所
を
希
望
す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

保
育
所
へ
の
入
所
は
、
労
働
や
疾
病
等
に
よ
り
日
中
家
庭
で
子
ど
も
を
保
育
で
き
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
、
申
し
込
み
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
申
込
書
類
は
役
場
健
康
福
祉
課
・
成
和
保
育
園
に
あ
り
ま
す
（
現
在
保
育
所

（
園
）
に
入
所
し
て
い
る
就
学
前
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
後
日
継
続
の
申
込
書
を
送
付
し

ま
す
。）。

【
申
込
期
間
・
時
間
】

11
月
１
日
（
火
）
〜
11
月
18
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
を
除
く
）

※
町
外
の
保
育
所
を
検
討
の
方
は
、
保
育
所
の
所
在
地
の
市
町
村
に
申
し
込
み
時
期
等
の

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
】

①
保
育
所
入
所
申
込
書
・
申
告
書

書
類
と
と
も
に
お
渡
し
す
る
「
記
入
上
の
注
意
」
に
し
た
が
い
、
記
入
く
だ
さ
い
。

②
保
育
に
欠
け
る
こ
と
の
証
明
書
類

父
、
母
、
16
歳
以
上
60
歳
未
満
の
同
居
し
て
い
る
親
族
の
方
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。
ど
の
証
明
書
が
必
要
か
分
か
ら
な
い
場
合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
同
意
書

世
帯
状
況
や
課
税
状
況
等
に
つ
い
て
、
照
会
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

④
印
鑑

※
後
日
、
保
護
者
（
主
と
し
て
父
母
）
の
方
の
平
成
23
年
中
の
所
得
税
額
が
確
認
で
き
る

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
保
育
料
に
つ
い
て
】

保
育
料
は
一
律
で
は
な
く
、
保
護
者
の
所
得
の
状
況
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

【
入
所
決
定
に
つ
い
て
】

３
月
半
ば
頃
、
入
所
の
決
ま
っ
た
方
に
つ
い
て
入
所
承
諾
書
を
送
付
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
健
康
福
祉
課
　
1
０
７
４
５
―
44
―
２
２
１
１
（
内
線
１
６
２
）

平
成
24
年
度
保
育
所
新
規
入
園
児
募
集

新
た
に
平
成
24
年
度
か
ら
川
西
学
童
保
育
所
へ
の
入
所
を
希
望
す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

学
童
保
育
所
と
は
、
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童
に
対
し
、
適

切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
与
え
、
そ
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ

れ
る
施
設
の
こ
と
で
す
。

「
川
西
学
童
保
育
所
」
は
、
川
西
小
学
校
に
通
学
す
る
児
童
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
在
入
所
さ
れ
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
後
日
継
続
の
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。

【
入
所
申
し
込
み
で
き
る
方
】

川
西
小
学
校
新
１
年
生
か
ら
新
３
年
生
の
保
護
者
の
方
で
、
就
労
・
疾
病
・
障
害
・
災
害
・
介

護
・
出
産
・
就
学
等
の
理
由
に
よ
り
、
昼
間
家
庭
に
お
い
て
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
方

【
受
付
期
間
】

11
月
15
日
（
火
）
〜
11
月
30
日
（
水
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
を
除
く
）

※
上
記
の
期
間
・
時
間
内
に
申
し
込
み
で
き
な
い
方
は
、
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
】

①
入
所
申
請
書

②
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
こ
と
の
証
明
書
類
（
勤
務
証
明
、
診
断
書
等
）

③
同
意
書
（
世
帯
状
況
等
に
つ
い
て
照
会
す
る
た
め
で
す
。）

④
印
鑑

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
健
康
福
祉
課
　
1
０
７
４
５
―
44
―
２
２
１
１
（
内
線
１
６
２
）

川
西
学
童
保
育
所
新
規
入
所
児
童
募
集

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
は
じ
め
と
し
て
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性
の
人
権
に
関
わ
る
問

題
全
般
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
の
中
の
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員
及

び
法
務
局
職
員
が
左
記
の
と
お
り
無
料
・
秘
密
厳
守
で
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
　
時

平
成
23
年
11
月
14
日
（
月
）
か
ら
同
月
20
日
（
日
）

（
平
日
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

（
土
曜
日
・
日
曜
日
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

対
　
象

県
内
在
住
の
女
性

相
談
員

奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員

（
人
権
擁
護
委
員
）
及
び
法
務
局
職
員
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■
米
粉
で
ク
ッ
キ
ン
グ

〜
米
粉
を
使
い
こ
な
し
て
お
い
し
さ
満
喫
〜

米
粉
は
、
し
っ
と
り
な
め
ら
か
な
生
地
で
、
小
麦
粉
ア
レ
ル
ギ
ー
の

方
で
も
食
べ
ら
れ
る
食
材
に
バ
ツ
グ
ン
。
し
っ
と
り
と
し
た
舌
ざ
わ
り

で
決
め
の
細
か
い
生
地
に
な
り
ま
す
。

お
好
み
の
材
料
を
包
ん
だ
り
詰
め
た
り
ま
ぶ
し
た
り．
揚
げ
て
も
よ
し
、

焼
い
て
も
よ
し
。
い
ろ
い
ろ
ア
レ
ン
ジ
で
き
て
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め

ま
す
。
今
回
は
、【
豚
ま
ん
と
中
華
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
】
を
つ
く
り
ま
す
。

調
理
後
出
来
上
が
っ
た
も
の
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
今
回
も
、
教
室
の
雰
囲
気
を
ご
家
庭
で
も
感
じ
て
い
た

だ
こ
う
と
考
え
、
少
し
で
す
が
お
み
や
げ
の
分
も
つ
く

り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

・
日
　
　
時

11
月
21
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

・
場
　
　
所

川
西
町
文
化
会
館
（
調
理
室
に
て
）

・
ゲ
ス
ト

上
田
　
由
香
里
さ
ん
（
栄
養
管
理
士
）

・
定
　
　
員

20
名
　
（
先
着
順
）

・
参
加
費

７
０
０
円
（
材
料
費
）

・
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
手
拭
タ
オ
ル
・

三
角
巾
（
頭
を
覆
う
も
の
）

・
申
し
込
み
期
間

11
月
７
日
（
月
）
〜
16
日
（
水
）

土
・
日
の
ぞ
く

申
し
込
み
及
び
問
合
せ

西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

1
０
７
４
５（
44
）２
０
８
０

11月
い
き
い
き
広
輪
は
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
右
脳
を
活
性
さ
せ
る
軽
い
体
操
な
ど
を
通
じ
て
、
い
ろ
ん
な
人

と
の
つ
な
が
り
の
中
で
喜
び
や
楽
し
み
を
見
い
出
し
、
互
い
に
支
え
あ
い

な
が
ら
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
支
援
す
る
も

の
で
す
。
い
き
い
き
広
輪
で
は
、
毎
月
い
ろ
ん
な
催
し
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
お
誘
い
あ
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ひ

と
り
で
も
多
く
の
方
々
と
出
会
え
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

今
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
省
み
る
と
人
権
に
関
わ
っ
た
問
題
（
女
性
・
子
ど

も
・
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
・
同
和
問
題
・
在
日
外
国
人
に
対
す
る
差
別
な
ど
）

が
存
在
し
て
い
ま
す
。

川
西
町
で
は
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
解
決
の
一
環
と
し
て
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。（
１
人
　
約
30
分
）

・
日
　
時

平
成
23
年
12
月
13
日（
火
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

・
場
　
所

川
西
町
福
祉
施
設
　
ぬ
く
も
り
の
郷

・
受
　
付

11
月
15
日（
火
）
〜
11
月
30
日（
水
）
迄
（
土
、
日
曜
日
は
除
く
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

先
着
順
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
生
活
課
　
1
０
７
４
５
―
44
―
２
２
１
１（
内
線
１
８
１
）

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

■
押
し
花
で
飾
る
ソ
ー
ラ
ー
ラ
ン
タ
ン
の
灯
か
り
を
楽
し
も
う
！

・
日
　
時

11
月
17
日（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

・
対
象
者

60
歳
以
上
の
方

・
参
加
費

９
７
７
円
（
材
料
費
）

・
持
ち
物

ピ
ン
セ
ッ
ト
、

２
リ
ッ
ト
ル
空
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本
は

必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

（
で
き
れ
ば
Ｃ
Ｃ
レ
モ
ン
の
空
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
望
ま
し
い
）

ハ
サ
ミ
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
切
り
ま
す
の
で
、
大
き
め
で
古
い
も
の
）

＊
持
ち
帰
り
用
の
紙
袋
（
２
リ
ッ
ト
ル
空
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
２
本
入
る
大
き
さ
）

・
定
　
員

10
名
　
（
先
着
順
で
締
め
切
り
ま
す
。）

・
申
し
込
み
期
間

11
月
７
日
（
月
）
〜
11
日
（
金
）

東
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
及
び
問
合
せ

東
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
　
1
０
７
４
３（
64
）０
６
５
０
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農
業
委
員
会
・
地
域
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
　
　
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
て
⑥

耕
作
放
棄
地
を
再
生
し
た
農
地
で
、
結
崎
ネ
ブ
カ
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た

耕
作
放
棄
地
の
再
生
を
進
め
て

い
ま
す

荒
れ
た
農
地
の
再
生
は
、
農
地
の
有
効

利
用
と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

環
境
や
景
観
の
保
全
に
お
い
て
も
重
要
な

課
題
と
い
え
ま
す
。

こ
の
実
証
ほ
場
の
取
り
組
み
は
、『
耕

作
放
棄
地
再
生
利
用
交
付
金
』
を
活
用
し

た
も
の
で
す
。「
農
業
委
員
会
と
し
て
も
、

耕
作
放
棄
地
解
消
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
」
と
毎
年
実
施
し
い
て
い
た
だ

い
て
い
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
に
、
交

付
金
活
用
の
候
補
地
を
検
討
し
て
い
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
協
議
会
で
事
業
地
を

選
定
し
、
荒
地
と
な
っ
て
い
た
農
地
の
草

木
の
除
去
を
行
い
ま
し
た
。

全
国
的
に
高
齢
化
等
に
よ
る
農
業
の
担
い
手
の
不
足
が
進
み
、
農
地
が
長
年
耕
作
さ
れ

ず
に
放
棄
さ
れ
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
事
例
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
、
県
、
農
業
委
員
会
、

農
家
組
合
、
農
協
、
農
業
共
済
組
合
で
構
成
さ
れ
た
地
域
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
（
村

井
克
己
会
長
）
で
は
、
特
産
品
の
栽
培
と
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
、
再
生
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
結
崎
ネ
ブ
カ
の
作
付
け
を
行
な
い
ま
し
た
。

結
崎
ネ
ブ
カ
の
栽
培
を
開
始

農
地
の
再
生
後
、
耕
作
放
棄
地
を
再
生

し
た
農
地
を
地
域
の
特
産
品
の
実
証
実
験

の
場
と
し
て
考
え
特
産
品
の
振
興
に
役
立

て
よ
う
と
、
結
崎
ネ
ブ
カ
の
栽
培
が
始
ま

り
ま
し
た
。

今
回
、
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
が
結
崎
ネ

ブ
カ
の
苗
の
植
え
付
け
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
柔
ら
か
く
繊
細
な
扱
い
が
必
要
と
な

る
ネ
ギ
な
の
で
、
栽
培
経
験
者
の
指
導
の

も
と
、作
業
も
慎
重
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

収
穫
は
今
冬
の
予
定
で
す
。

農
業
委
員
で
、
結
崎
ネ
ブ
カ
生
産
部
会

の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
中
川
茂
さ
ん
は
、

「
地
域
の
特
産
品
と
し
て
振
興
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
結
崎
ネ
ブ
カ
を
町
の
Ｐ
Ｒ
だ

け
で
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
地
域
の
農

業
が
抱
え
る
問
題
に
関
心
を
高
め
て
い
た

だ
く
き
っ
か
け
に
な
り
、
農
業
も
大
切
に

す
る
町
づ
く
り
を
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
有
機
肥
料
の
使
用
や
省
力
栽

培
な
ど
結
崎
ネ
ブ
カ
栽
培
に
お
い
て
、
必

要
な
デ
ー
タ
の
取
得
や
、
地
域
の
Ｐ
Ｒ
と

な
る
よ
う
な
ネ
ブ
カ
の
使
用
な
ど
の
取
り

組
み
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

幼稚園で園芸指導

農業委員会は、「子どもたちに体験を
通じて食と農のつながりの大切さを知って
もらおう」と、農業体験を積極的に取り組
んでいる川西幼稚園に協力しています。今
回は村井克己会長が園児たちにネギの栽培
を指導しました。村井会長は「野菜の生育
過程を肌で感じることによって“食”の仕
組みを学んでほしい」と話していました。
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消
費
生
活
相
談
　
（
毎
週
火
曜
日
開
設
）

産
業
振
興
課

弁
護
士
や
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
者
無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

勤
め
先
の
リ
ス
ト
ラ
で
失
職
し
て
減
収

の
た
め
、
生
活
費
の
不
足
を
貸
金
業
者
か

ら
借
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
住

宅
ロ
ー
ン
も
あ
る
の
で
現
状
で
は
返
済
し

て
い
く
こ
と
が
困
難
で
す
。
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
相
談
し
た
い
。

ど
ん
な
に
多
額
の
借
金
（
債
務
）
を
抱

え
て
い
て
も
、
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
収

入
や
財
産
、
総
債
務
額
な
ど
を
考
慮
し
て

債
務
の
整
理
方
法
を
選
択
し
ま
す
。
４
つ

の
債
務
整
理
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
任
意
整
理
　
裁
判
所
を
使
わ
ず
当
事
者

間
の
話
し
合
い
で
返
済
方
法
を
和
解

②
特
定
調
停
　
裁
判
所
が
債
権
者
と
債
務

者
の
間
に
立
っ
て
利
害
関
係
を
調
整

③
個
人
版
民
事
再
生
　
裁
判
所
が
認
可
し

た
再
生
計
画
に
基
づ
き
債
務
を
返
済

④
自
己
破
産
　
裁
判
所
を
通
じ
て
債
務
の

支
払
い
を
免
責
し
て
も
ら
う

債
務
整
理
の
４
つ
の
方
法

相
談
事
例
よ
り

相
談
し
よ
う
！

多
重
債
務
で
お
困
り
の
方
を
対
象
に

県
・
市
町
村
・
奈
良
弁
護
士
会
・
奈
良
県

司
法
書
士
会
等
の
主
催
に
よ
る
無
料
相
談

会
が
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
左
記

以
外
に
も
、
大
和
郡
山
市
役
所
や
天
理
市

役
所
な
ど
県
内
の
市
町
役
場
等
で
も
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
（
い
ず
れ
も
11
月
７

日
以
降
受
付
開
始
）。
役
場
産
業
振
興
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

債
務
に
応
じ
た
解
決
を
助
言

相
談
会
で
は
弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど

の
専
門
家
が
相
談
者
の
借
金
（
債
務
）
の

状
況
に
応
じ
た
解
決
方
法
を
助
言
し
ま

す
。相
談
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
、

・
債
務
一
覧
表

・
借
入
や
返
済
の
状
況
が
わ
か
る
資
料

・
収
入
に
関
す
る
資
料

を
ご
準
備
・
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
多
重
債

務
問
題
は
法
律
の
専
門
家
に
相
談
す
れ

ば
、
必
ず
解
決
し
ま
す
。
勇
気
を
出
し
て

相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

相談無料・秘密厳守です。国民生活セ
ンターの認定を受けた相談員が相談に
応じます。

1日、8日、15日、22日、29日
（午前10時～午後3時）

相談場所 川西町役場２階
受　　付 役場産業振興課

10745－44－2211（内線152）
対　　象 町内に在住の消費者
相談方法 電話、来所による面談（予約

優先）
※受付時に、連絡先・相談内容の概要を
伺うことがあります。

11月の相談日（毎週火曜日）

消費生活相談窓口をご利用ください

多重債務者無料相談会

日時・場所

時間 いずれも午後１時～４時

申し込み・問い合わせ
県消費生活センター
1０７４２－２７－０６２１
11月７日（月）～受付開始

※事前予約制。空きがある場合は、当日受
付可。
ただし、産業会館は当日の電話受付不可。

11月 場　所

23日 奈良県消費生活センター
（祝） （奈良市）

26日 奈良県産業会館
（土） （大和高田市）

27日 奈良県消費生活センター
（日） （奈良市）



●奈良県桜井県税事務所からのお知らせ●
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＊
一
般
に
「
消
費
税
５
％
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
国
の
税
金
の
消
費
税
は

４
％
で
、
残
り
の
１
％
分
は
県
の
税
金
の
地
方
消
費
税
で
す
。

こ
の
地
方
消
費
税
は
県
の
収
入
と
な
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
２
分
の
１
は
県
内
の
市

町
村
に
交
付
さ
れ
、
県
や
市
町
村
が
行
う
道
路
や
下
水
道
の
整
備
、
医
療
や
福
祉
の

充
実
、
小
・
中
・
高
等
学
校
教
育
、
環
境
保
護
事
業
な
ど
の
身
近
な
行
政
に
生
か
さ

れ
ま
す
。

お
買
い
物
は
県
内
で
！

＊
奈
良
県
内
で
買
い
物
を
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
す
れ
ば
、
奈
良
県
に
入

る
地
方
消
費
税
が
増
え
、
さ
ら
に
、
県
内
市
町
村
へ
の
交
付
金
も
増
え
ま
す
。

そ
の
結
果
、
奈
良
県
や
県
内
市
町
村
が
行
う
身
近
な
行
政
が
、
質
の
高
い
も
の
に

な
り
、
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
が
進
み
ま
す
。

「
川
西
町
の
皆
様
、
お
買
い
物
は
県
内
で
！
」
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

奈
良
県
・
市
町
村
　
奈
良
県
地
方
消
費
税
啓
発
推
進
協
議
会

地
方
消
費
税
を
ご
存
じ
で
す
か
？

地
方
税
の
公
平
・
公
正
を
確
保
し
、
納
税
者
の
信
頼
を
守
る
た
め
、
左
記
の
と
お

り
「
市
町
村
税
・
県
税
の
一
斉
滞
納
整
理
強
化
期
間
」
を
設
定
し
、
県
内
全
市
町
村

と
県
が
協
働
し
て
、
差
押
等
を
は
じ
め
と
す
る
滞
納
整
理
に
集
中
的
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
間
中
は
各
市
町
村
及
び
各
県
税
事
務
所
が
、
滞
納
者
と
取
引
の
あ
る
金
融
機
関

や
勤
務
先
等
に
対
し
、
法
律
に
基
づ
く
財
産
調
査
に
つ
い
て
も
集
中
的
に
行
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
時
期：

平
成
23
年
11
・
12
月

実
施
団
体：

県
内
全
市
町
村
（
39
団
体
）
及
び
県

各
市
町
村
の
取
組
例：

①
滞
納
者
に
対
す
る
差
押（
預
貯
金
・
給
料
等
）の
集
中
実
施

②
滞
納
者
に
対
す
る
電
話
催
告
・
文
書
催
告
・
訪
問
催
告
の

集
中
実
施

③
市
町
村
と
県
の
不
動
産
合
同
公
売
の
実
施

昨
年
度
に
引
き
続
き
「
市
町
村
税
・
県
税
の
一
斉
滞

納
整
理
強
化
期
間
」
を
設
定
し
ま
す
。

〜
許
し
ま
せ
ん
！
滞
納
〜

◎個人事業税の第2期分の納期限は、11月30日（水）です。
◎今回、納付いただく分は第2期分です。
第2期分の納付書で、納期限までに納付して下さい。

※個人事業税の納付書は、第１期分・第2期分の納付書をまとめて送付
しております。
※コンビニエンスストアでの納付やペイジー（パソコン・携帯・ＡＴＭ
からの納付）もできます。
※口座振替もできます。（金融機関に申し込み）
☆詳しくは、奈良県桜井県税事務所（10744－43－3131）までお
問い合わせ下さい。

□eLTAX（エルタックス）とは、地方税ポータルシステムの呼
称で、地方税における手続きを、インターネットを利用して
電子的に行うシステムです。
□eLTAXのサービスは無料でご利用いただけます。
□手続きは自宅やオフィスからできます。
□申告書等の作成をサポートします。

□eLTAX（エルタックス）の概要とサービスについては
次のホームページをご覧下さい。

eLTAX概要はhttp://www.eltax.jp/outline/index.html/
eLTAX問い合わせはhttp://www.eltax.jp/contact/index.html/

法人県民税・法人事業税・地方法人特別税の申告が、
エルタックスを使えば、インターネットで簡単にできます。○「税を考える週間」特集ページの開設

○講演会・説明会・セミナー・座談会の開催
○税に関する作文の表彰　など

○　e-Taxの利用促進による利便性の向上
○国税庁ホームページのパワーアップ
・web-Tax-TVで配信する番組の充実

○国際的租税回避行為への対応　など

週間中の主な活動

ＩＴ化を通じた納税環境の整備

国際化への対応



～地震が発生しても、あわてず、冷静に身を守るための12か条（前半）～
地震が起きたとき、皆さんは自分の身の安全を自分で守れますか？

日頃から地震発生時には、どう行動したらいいのか正しい防災知識を

身につけておくことが大切です。

13

保健センター
（要介護者を対象とします）

わが町の避難所（避難所の開設は防災行政無線等でお知らせします） （市外局番0745）

問い合わせ　役場総務課　10745－44－2211（内線255）

名　称 住　所 電話番号 名　称 住　所 電話番号

中 央 体 育 館 結崎1287－1 44－1616 川西小学校　体育館 結崎255 44－0021

下 永 体 育 館 下永1248－1 ふれあいセンター 唐院122 43－2530

梅 戸 体 育 館 唐院556 43－0550 結崎217－1 43－1900

0743－
64－1989

①まずは身の安全が第一

なによりも大切なのは
命です。家の中で地震が
起きたら、家具の転倒や
落下物に気をつけて丈夫
なテーブルや机の下で身
を守りましょう。

②揺れがおさまれば、火の始末を

火を使っている
時は、揺れがおさ
まってから、あわ
てずに火の始末を
しましょう。

③戸を開け、出口を確保

地震の震動で戸が開か
なくなることがありま
す。まず、戸を開けて避
難出口を確保しておきま
しょう。

④火がでたらすぐに消火

「火事だ！」と大声で叫
んで、隣近所の人にも協
力を求めてすばやく消
火。普段から消火の備え
と訓練はしておきましょ
う。

⑤懐中電灯はわかる場所に

電気が切れて真っ暗に
なっても、あわてないで
懐中電灯を点灯して行
動。懐中電灯はわかりや
すいところに置いておき
ましょう。

⑥あわてて外に飛び出さないで
激しい揺れは最初の１

分。あわてて外に逃げて瓦
やガラスなどの落下物を受
けたら危険。落ち着いて行
動しましょう。外に出る時
はガラスなどを踏む恐れが
ありますので必ず靴をはい
て、避難しましょう。

4
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精神保健福祉について知っておきたいこと
～　第12回　認知症　と　統合失調症　って違うの？　～

高齢期は若年・壮年層と比べ、自らの病気や近親者の死別などで、精神疾患を発症するリスクを高める出来事が
増える時期でもあります。また、身体疾患に伴って精神症状が現れることもあります。高齢期に現れる精神症状も、
誰にでも起こりうるものであり、早期発見・早期治療が重要なことは他の年代の精神疾患と同じです。今回は、高
齢者分野で語られることの多い認知症と精神保健分野の統合失調症の症状を比較してみました。
（参照：メンタルナビ　http://www.mental-navi.net/）

◆認知症◆
ものごとを記憶する、考える、判断する、人とコミュニケーションをとる等、私たちが日常生活を過ごすために
欠かせない脳の働きを認知機能といいます。この認知機能が、何らかの脳の異常によって著しく低下し、日常生活
に支障をきたすようになった状態の事を認知症といいます。下の図では、認知症の中で最も多い「アルツハイマー
型認知症」の症状をまとめてあります。

アルツハイマー型認知症は、まず記憶力
の低下から始まります。いわゆるもの忘れ
ですが、加齢によるもの忘れと違って、出
来事そのものを忘れます。
この記憶力の低下を含めた、全ての方に

現れる「中核症状」と、人によって異なる
「行動・心理症状」の２つに大きく分けるこ
とができます。

◆統合失調症◆
代表的な症状といえば、実在しない人の声が聞こえるなどの「幻覚」と、周りで自分の悪口を言われていると思
う被害妄想などの「妄想」ですが、その本質にあるのは、押し寄せるさまざまな情報や刺激に過敏になりすぎて、
思考や感情などさまざまな心の働きをまとめ上げることができなくなった（脳内の統合する機能が失調している）
状態です。
統合失調症に特徴的な「陽性症状」と、それに遅れて現れる「陰性症状」、それらの病気の部分に伴って生じる
生活のしづらさの背景に「認知機能障害」があります。どの部分の統合する機能がうまく働かないかによって、症
状の現れ方は人それぞれです。

こころの相談窓口 一人で悩まず、まずはご相談を・・・。

＊生活支援センターいろは 10744－32－7753
（委託相談支援事業所）

＊川西町役場健康福祉課 10745－44－2211
＊川西町保健センター 10745－43－1900

陽性症状
「ないはずのものが現れる」

幻覚：現実にない物をあると感じる
（幻聴など）
妄想：非現実的なことを信じ込む
自我意識の障害：他者に支配されや
すい
思考の障害：考えがまとまらず支離
滅裂になる

陰性症状
「あるべきものが低下・失われる」

感情面：喜怒哀楽の表現が乏しくなる
意欲面：意欲や気力が薄れ興味や関
心を示さなくなる
思考の低下：
会話での言葉数が極端に減るなど
対人コミュニケーションの支障：
人との関わりを避け、引きこもる

認知機能障害
「生活・社会活動に著しい支障をきたす」

選択的注意の低下：ささいな情報や
刺激に反応してしまう
比較照合の低下：断片的な情報を誤
って結び付けて正しいと思い込む
概念形成の低下：過去の類似体験に
照らして応用できない
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問い合わせ先
役場保険年金課　国民健康保険係
10745－44－2211 内線171～173

川西町国民健康保険に加入の方へ

日本の高血圧患者は推定で4,000万人以上。実は40歳以上の２人に１人が高血圧であり、最も患者数

が多い病気なのです。まさに国民病といえます。

高血圧が続くと、血液の圧力に耐えるために、動脈の血管壁が厚くなり、血液が流れる内腔は狭くな
ります。また、血管が傷つくと、コレステロールなどの脂質がたまりやすくなり、さらに内腔は狭くな
ります。そうすると、血液の流れる抵抗が増え、血圧はますます上昇します。

つまり、高血圧→動脈硬化→高血圧という悪循環が、さらなる動脈硬化を促進するのです。

高血圧の合併症　（治療しないまま放置した場合）

高血圧は自覚症状が出ないことが多いので、健診を受けて調べる必要があります。

１年に１回は健診を受けて、ご自身の健康について振り返ってみましょう。

①　心臓の病気 心肥大・心筋梗塞・狭心症

②　脳 の 病 気 脳梗塞・脳出血・くも膜下出血

③　腎臓の病気 腎障害・腎硬化症

高血圧が直接の原因にはなりません。しかし、高血圧の人は、そうでない人と
④　糖　尿　病

比較して、糖尿病の発症が2～3倍も高くなります。

特定健診を受診しましょう

日本高血圧学会のガイドラインでは、診察室で測定した血圧（病院・

診療所等で医師・看護師により測定された血圧）が140/90mmHg以

上、家庭で測定した血圧が135/85mmHg以上を、「高血圧」として

います。

健康な動脈

血管の内壁が狭くなる

動脈の血管壁が

厚くなった状態

さらにコレステロール

などの脂質が詰まった状態
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お と な 保健センターで実施します

項　　　目 対　　　象 日　　　時 実　施　内　容

健　康　相　談
※時間予約制

生活習慣病につい
て心配な方、健診
結果について聞き
たい方

健診結果の説明や日常生活に関するこ
となど個別の相談に応じます。
＊健診や血液検査の結果などを持参し
てください。

11月14日（月）
実施時間
午前9時～

11時30分

大腸がん検診受診率を50％にあげることを目標に、大腸がん検診を無料で受けることができる
「大腸がん無料クーポン券」を、下記に記載する対象者のご自宅に郵送します。
この機会に大腸がん検診を受けましょう！！
【対象者】
40歳：昭和45年4月2日～昭和46年4月1日
45歳：昭和40年4月2日～昭和41年4月1日
50歳：昭和35年4月2日～昭和36年4月1日
55歳：昭和30年4月2日～昭和31年4月1日
60歳：昭和25年4月2日～昭和26年4月1日

※検診受診方法等、詳しいことは、同封の案内用紙をご覧下さい。

乳がん・子宮頚がんは、女性ホルモン等が関係しているため、他のがんと
違って、30～40代の若い世代に多いがんです。検診の効果のほどは実証ずみ
で、欧米では8割以上の女性が乳がん検診・子宮頚がん検診を受けているほど
です。ご自分の身体のためにも2年に１度は検診を受けましょう！
【対象者】

乳がん検診：40歳以上の女性、子宮頚がん検診：20歳以上の女性
※ただし、昨年度検診を受けられた方、今年の集団検診を受けられた方は受けられません。

【検診場所】
乳がん検診　　：委託医療機関（済生会中和病院・天理市立病院・国保中央病院・平成記念病院

奈良県健康づくりセンター）で受けることができます。
子宮頚がん検診：県内の指定医療機関（保健センターにお問合せください）

【検診料金】
乳がん検診：2,300円、子宮頚がん検診：2,000円
※70歳以上の方は無料です。

【受診の方法】
いずれも保健センターで検診依頼書を発行しますので、お問い合わせ下さい。

大腸がん検診　無料クーポン券の配布が始まります！

2年に1度は 乳がん・子宮頚がん検診を受けましょう
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こ ど も 保健センターで実施します
＊母子手帳を持参してください

項　　　目 対　　　象 日　　　時 実　施　内　容

4 ・ 5 ヵ 月 児
健　康　診　査

生後４～５ヵ月児
（平成23年６月11日～
８月10日生まれ）
※対象者には個別通知します。

12月2日（金）
受付時間
午後１時～

１時20分

問診、身体計測、内科診察、生活・栄
養相談、絵本の読み聞かせについて

３歳６ヵ月児
健　康　診　査

３歳６ヵ月～３歳８
ヵ月児（平成20年３
月16日～平成20年６
月15日生まれ）
※対象者には個別通知します。

12月9日（金）
受付時間
午後１時30分～

2時30分

問診、身体計測、尿検査、内科診察、
視覚・聴覚検査、歯科検診
生活・栄養・歯科・心理発達相談

10 ヵ　月　児
健　康　相　談

生後９ヵ月～11ヵ月
児（平成22年11月16
日～平成23年2月15日
生まれ）
※対象者には個別通知します。

11月10日（木）
受付時間
午前9時～

9時15分

離乳食のお話
身体計測、発達・生活・栄養・歯科相
談

1 歳 6 ヵ 月 児
健　康　診　査

１歳６ヵ月～1歳８ヵ
月児（平成22年２月
16日～平成22年５月
15日生まれ）
※対象者には個別通知します。

11月11日（金）
受付時間
午後１時30分～

2時30分

問診、身体計測、内科診察
歯科検診、生活・栄養・歯科・発達相
談

Ｂ　　Ｃ　　Ｇ
予　防　接　種

生後３ヵ月～６ヵ月児
未満の児（平成23年５
月17日～平成23年８月
14日生まれ）

11月15日（火）
受付時間
午後１時30分～

１時45分

BCGは結核を予防するワクチンです。
接種当日に満６ヵ月を超える児は任意
接種となりますので早めに受けましょ
う。
＊持ち物：予診票、体温計

※転入などで予防接種の予診票を持っていない方は、健康推進室（保健センター内）まで連絡してください。

※予防接種について、法律改正などで接種方法等が変わる場合があります。

新しい情報について広報はもちろん、町のホームページにも随時掲載して

いく予定をしていますので、そちらも確認してください。

問い合わせ　健康福祉課健康推進室（保健センター内） 問い合わせ　健康福祉課健康推進室（保健センター内） 問い合わせ　健康福祉課健康推進室（保健センター内） 
TEL 0745-43-1900TEL 0745-43-1900TEL 0745-43-1900 FAX 0745-43-2812FAX 0745-43-2812FAX 0745-43-2812
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11 月　行　事　予　定

＊12月３日（土）第７回子育て講座・１歳児コース（パパと遊ぼう）を実施します。

月 火 水（午後休館） 木 金 土

1 2 3 4 5

7 8 9 10 11 12

14 15 16 17 18 19

21 22 23 24 25 26

28 29 30

文化の日（休館日）

1歳児コース

0歳児コース

幼稚園コース
3歳児親子
クッキング
2歳児コース

（パパと遊ぼう）

青空広場
（中村公園）
めばえ広場
（結崎公民館）

勤労感謝の日
（休館日）

11

月

お楽しみデー

リズム休み

リズム休み休 館 日

休 館 日

休 館 日

休 館 日

第7回　子育て講座

日　時　12月3日（土） 10：00～11：30
場　所　子育て支援センター
演　題　「パパと遊ぼう」

一歳児コースと兼ねます。

◆～コース広場～◆

時　　間　10：00～11：30
場　　所　子育て支援センター

★0歳児コース　　　11月17日（木）
★1歳児コース　　　11月10日（木）
★2歳児コース　　　11月26日（土）

※10時スタート時間厳守！

お楽しみデー

日　時　　11月30日（水）
10：00～11：30

場　所　　子育て支援センター
内　容　　「クリスマス飾り」「誕生会」

＊３歳児親子クッキング＊
親子で料理を作って、食べる楽しみが味わえるクッ
キング教室です。親子で楽しく参加してください。
・日　時 11月19日（土）9：45～13：30
・受　付 9：30～9：45
・場　所 川西町保健センター
・対　象 3歳児親子
・定　員 12組（先着順で定員になり次第締切ります）
・参加費 親子一組　500円

同伴者一歳児以上幼稚園児まで200円
（同伴者の小学生の参加はご遠慮ください）

・持ち物 エプロン、三角巾、ふきん、お茶、
上靴、母子手帳

・申し込み 11月5日（土）～11月12日（土）の
間に、子育て支援センターまで電話で
申し込んでください。
（日・月休館日）
10745－43－2575

めばえ広場
日　　時　　11月11日（金）

10：00～11：30
場　　所　　結崎公民館
対 象 児　　未就園児の親子
対象大字　　結崎団地、ハッピータウン

日　時　　11月4日（金）
10：00～11：30

場　所　　中村一本松公園

※雨天の場合は中止です。

砂場、オモチャもいっぱいあるよ。
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川西町子育て支援センター
10745－43－2575
相談電話　143－2774

・日　時 11月12日（土） 10：00～11：30
・場　所 子育て支援センター
・内　容 「腹話術を楽しもう」 「リース作り」
・対　象 幼稚園、保育園の皆さんと未就園児が一緒に遊びます。

参加される幼稚園児・保育園児の方は、11月１日（火）～９日（水）までに
子育て支援センターに申し込んでください。（日・月・祝祭日は休館）

「ひだまり」に行きたいけど少し遠くて・・・。 お友だちをつくりたいなぁ・・・。
まだ、あまり近所のことがわからなくって・・・。
と思っておられる親子の皆さん、移動広場に遊びに来てください。
移動広場では、ボールプールやいろいろな玩具で遊んだ後、季節の歌や手遊び、
集団遊びなどを親子で楽しみます。

今後の日程は、つぎのとおりです　a

「移動広場」に遊びにきませんか？

あそびの教室は、川西町在住のお子さんの発育・発達に応じた育児を一緒に考え、
あそびを通してお子さんの育ちを応援する教室です。
対象年齢：平成20年４月２日生まれ以降の方（おおむね生後１歳６ヶ月を越えた方）
実施場所：川西町保健センター
問い合わせ・申し込みは、子育て支援センターへ。 143－2575（日・月・祝祭日は休館）

11月は、児童虐待防止月間です
地域住民の通報は、幼い命を守る大きな突破口になります。

「もしかして・・・」と気づいたら迷わず、すぐにお電話を！！

＊中央こども家庭相談センター　　10742－26－3788

＊全国共通ダイヤル　　　　　　　10570－064－000

＊児童家庭支援センターあすか　　10744－44－5800

【あそびの教室】をしています

秋もますます深まり、野山が美しく色づくころとなりました。

戸外で遊ぶには、快適な季節です。周りの景色に目を向けながら、ご家族でゆっくり散歩に

でかけ秋の自然に触れてみるのも良いですね。

○日　時 Ｈ23年12月09日（金）
Ｈ24年02月10日（金）

10：00～11：30
○場　所 川西文化会館　二階しきの間

一緒に遊ぼう！（幼稚園コース）
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（川西町人権問題啓発活動推進本部）

DENGONBAN

11月

DENGONBAN

有料広告募集中
有料広告掲載については、役場総務課広報担当（10745－44－2211 内線255）までお問い合わせいただくか、
川西町ホームページをご参照ください。

平成23年11月9日（水）～15日（火）
『消したはず 決めつけないで もう一度』を統一標語として全国一斉

に、秋の火災予防運動が実施されます。空気が乾燥し火災が発生しやす
い季節です。火の取扱いには十分注意し後始末は確実に行いましょう。
週間中、磯城消防署では、消防団及び磯城婦人防災クラブ員と合同で

巡回広報及び自治会等への訓練指導を行い火災予防の啓発を図ります。
町民のみなさんも、もう一度火の恐ろしさを思い起こし、地域や家庭

から、火事を出さないためにはどうすればよいかこの運動を契機に考え
てみてください。

「住宅防火　いのちを守る　７つのポイント」
3つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
4つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

秋 の 火 災 予 防 運 動 実 施秋 の 火 災 予 防 運 動 実 施

広瀬修団長の退任に伴い、10月１日付けで松本達則氏が団長に任命さ
れました。松本団長、よろしくお願いします。
広瀬団長には長い間、町内の防災にご尽力いただき、ありがとうござ

いました。

川 西 消 防 団 新 団 長 任 命川 西 消 防 団 新 団 長 任 命
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○平成24年度職員採用案内（2次募集）
①臨床検査技師 昭和52年４月２日以後に生まれた人で技師の資格を有する人及び

平成24年４月に資格取得見込みの人。
②作業療法士 昭和47年４月２日以後に生まれた人で技士の資格を有する人及び

平成24年４月に資格取得見込みの人。
③看護師 昭和36年４月２日以後に生まれた人で看護師の資格を有する人及び

平成24年４月に資格取得見込みの人。
・申込書配布期間および受付期間

平成23年11月１日（火）～　平成23年11月11日（金）
土・日・祝日を除く、午前9時～午後5時まで。

・受　付 国保中央病院２階事務部企画総務課まで履歴書（写真付）及び技師（士）、看護師免許の写しを
持参のうえお越し下さい。（代理人可、郵送不可）

・試験日 １次試験　平成23年12月３日（土）筆記試験
２次試験　平成23年12月17日（土）１次試験合格者のみ面接

○地域住民公開フォーラム開催報告
９月８日（木）地域住民公開フォーラム「増えている乳がん」を開催いたしました。今回は特に地域の主

婦の方に出席していただくために昼の時間帯に設定いたしました。多数ご出席いただき、またアンケートに
は大変貴重なご意見・ご感想などをご記入いただきありがとうございました。
この公開フォーラムを通じて乳がんの知識を持つだけでなく、今後乳がん検診の受診動機になっていただけ
れば嬉しく思います。
国保中央病院は奈良県地域

がん診療連携支援病院とし
て、地域住民の皆様の医療に
対する情報を提供するため、
今後も地域住民公開フォーラ
ムを開催いたします。

国 保 中 央 病 院 だ よ り国 保 中 央 病 院 だ よ り

最低賃金は、雇用形態や呼称の如何を問わ
ずすべての労働者に適用されます。仮に最低
賃金額より低い金額を、労使合意のうえ定め
ていても、使用者は必ずこの金額以上の賃金
を支払わなければなりません。
※特定の産業には、特定最低賃金が定められてい

ます。

お問い合わせは、奈良労働局　賃金室
（10742－32－0206）

または、最寄りの労働基準監督署まで

改定　奈良県最低賃金

時間額　693円
（平成23年10月7日発効）

平城遷都1300年記念「奈良マラソン2010」に引き続き、
今年も第2回大会として「奈良マラソン2011」を開催します。
コースとなる奈良市及び天理市内において交通規制を実施しま
す。ご迷惑をおかけいたしますが、ご協力をお願いします。
①日時 12月11日（日）8：30頃～15：00頃
②主な規制区間
・国道369号等（大宮通り）二条大路南5～県庁東～焼門前
・国道169号（天理街道）紀寺～窪之庄町南
・県道高畑山線等高樋町～円照寺前～高畑町
・奈良市道等（やすらぎの道）高天～鴻ノ池陸上競技場
・奈良公園
③ホームページ「奈良マラソン」で検索してください。
http://www.nara-marathon.jp/

【問合せ】奈良マラソン実行委員会事務局
10742－33－5521

「奈良マラソン2011」開催に伴う交通規制について
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町民憲章
●緑豊かなまち。美しい自然と環境を守り、住みよいまちを創りましょう。
●未来に伸びるまち。産業の振興につとめ、活力あるまちを創りましょう。
●平和に暮らせるまち。人権を尊重し、笑顔あふれる優しいまちを創りまし
ょう。
●歴史が息づくまち。貴重な文化遺産を守り、文化の香り高いまちを創りま
しょう。
●健康あふれるまち。心身をきたえ、スポーツに親しみ、明るいまちを創り
ましょう。

人　口／8 , 8 4 9人

男　4 , 2 8 0人

女　4 , 5 6 9人

世帯数／3 , 4 1 0世帯

（平成23年10月１日現在）

このコンクールは、日本花の会が、「自然と人間との共生」を基本理念に掲げ、花と緑の活動を広く普
及、実現するために毎年各地で取り組まれている優秀な活動を広く紹介し、顕彰しているものです。
サークルお花畑・・・平成10年から住民有志が自発的に駅前の雑草が生い茂る瓦礫だらけの空地をお花

畑として整備する活動を始めました。そこから徐々に、隣接する公園などで地域全体の憩いの場づくり、
景観の質的向上などを目的として今日まで活動しています。年間を通じて四季折々の草花を育て、公園の
樹木の管理、周辺の清掃などを行いながら、花がらや雑草、剪定枝葉などの植物残渣は公園内に設置した
堆肥枠で堆肥化し、又、家庭の生ごみも堆肥として利用するなどごみの減量とリサイクルにも取り組んで
います。この活動を始めてから周辺の放置自転車やごみのポイ捨てなどが減少し、お花畑と公園一帯で花
に親しみながら憩う人達が増加し
ています。また、イベント開催な
ど環境整備を通じた住民間の相互
交流の場としても活用されていま
す。
皆さんのご参加もお待ちしており
ます。お問い合わせは松波まで。
（10745－43－1903）

第21回全国花のまちづくりコンクール奨励賞受賞

FINE SMILE☆

名　　前　森本　悠志（もりもとゆうし）くん
4歳・川西町保田

コメント　3つ上のお兄ちゃんと3つ下の妹と
共に、元気にたくましく成長中。
腕白いたずらっ子です。

名　　前　丸谷　草太（まるたにそうた）くん
3歳・川西町唐院

コメント　3人兄弟の末っ子です。姉に甘えて
ばかりです。トイストーリーのバス
が大好きです。

FINE  SMILE☆（川西町在住で小学校就学までの乳幼児）募集中!!
申込み・問合せは役場総務課 10745－44－2211 内線 255まで

FINE SMILE☆

川西町・サークル
お花畑
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［活　動］ 子どもセンターは、児童に対して遊びや集団活動を行うことで、心豊かな子
ども達を育成するため、各種の行事を行っています。いぶき子どもセンター・すばる子ども
センターの両センターとも、日頃から子ども達が、たくさん来館し、いろんな活動に取りく
んでいます。みなさん是非子どもセンターへ来て下さい。
［フリースペース“きらり”］ すばる子どもセンターでは、フリースペース“きらり”

を設置しています。「学校へ行こうかと思うが、どうしても行けない。」「気軽に過ごせる場
所がほしい。」------など、悩んでいる小・中学生のみなさん、ゆったり、ゆっくり過ごせる、
あなたの居場所フリースペース「きらり」を一度たずねてみませんか。
問い合わせ先 10743－64－1989 すばる子どもセンター　10745－43－0550 いぶき子どもセンター

11月・12月の催し物（イベントインフォメーション）11月・12月の催し物（イベントインフォメーション）
日／曜日 イベント名 施　設 開演時間 入場方法 主　　催　　者

11 月

13日（日） 奈良県高等学校総合文化祭　放送部門 コスモスホール 13：00 無料 奈良県高等学校文化連盟・奈良県教育委員会

26日（土） ニッタ軽音楽部演奏会 コスモスホール 13：00 無料 ニッタ軽音楽部

12 月

04日（日） 第38回奈良県アンサンブルフェスティバル コスモスホール 10：00 500（当のみ） 奈良県吹奏楽連盟

13日（月） 川西町 人・愛・ふれあいのつどい けやきホール 13：30 無料 川西町人権教育推進協議会

17日（土） 餅つき大会 役場前駐車場 11：00 別記 子どもセンター

26日（土） 奈良MBAバトントワリングコンテスト コスモスホール 13：00 無料 奈良MBA

川西文化祭開催のため11月10日（木）まで休館します。
餅つき大会の参加料は小学生以上200円、3歳～5歳児100円
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成人式について
本年度の成人式の予定は下記のとおりです。
なお、平成23年11月15日現在で川西町に住所があり、今年
度に20歳を迎える方には、案内状（ハガキ）を送付しますの
で御出席ください。また、転出され川西町に住所がない方で
川西町での成人式を希望される新成人の方につきましては、
11月18日までに川西町教育委員会事務
局社会教育課まで連絡をお願いします。
案内状（ハガキ）の発送は、平成23年
12月初め頃に予定しています。

記
実施予定日時 平成24年１月９日（月）「成人の日」

受付　午前９時30分から
開式　午前10時

対　象　者 平成３年４月２日～平成４年４月１日生
まれの方

問い合わせ先 教育委員会事務局社会教育課
10745－44－2214

FAX0745－43－3245

★川西町子どもセンターより
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今年は、次々と襲ってくる自然災害に日本の国は翻弄されています。

極限状態の中でも、人々が希望を捨てず前向きに、自分たちで目標や夢を持って取り組んで

おられることが、日々報道されています。

過日、岩手県陸前高田市矢作町の取り組みが放送されました。

「復興を見つめて～塩害水田に希望のひまわり～」

いつもならば稲が青々と茂り、秋の収穫を待つ水田に雑草という耐え難い中、70％以上が塩

害にあった水田を、真っ黄色のひまわりの花でいっぱいにしようと、区長を中心に立ち上がり

ました。全国から送られてきたひまわりの種を、子どもからお年寄りまでみんなでまきました。

ひまわりが雑草に覆われて見えなくなったとき、ボランティアと地元の人たちで草刈りをし、

みんなの夢と結束力で、希望の花を咲かせました。

「明るい方明るい方を向いて咲くひまわりを見て、心が明るくなり、復興に向けてがんばりま

す。」

力強い言葉に人間の計り知れない底力を感じました。

ちなみに「幸せの黄色いハンカチ」という言葉があるように、黄色は、喜び・明るさ・明

朗・愉快を表す色です。生命の躍動感・上昇志向・希望・やる気・満足など前向きの期待感を

イメージさせます。脳の働きを活性化させ、意欲や向上心を高めてくれます。

心に思っているだけでは何も始まりません。言葉に出して、知恵を出して、行動に移すこと

が人間にできる最高の行為でしょうか。

今から約2400年前に生まれた古代ギリシアの哲学者アリストテレスが言っています。

「人間は他者と共に生きるしかない社会的動物である」と。

人権教育推進協議会事務局（教育委員会社会教育課）

10745－44－2214 ／FAX 0745－43－3245

花に託して～第18回～

人
権
コ
ラ
ム

第34回奈良県支部対抗選手権大会（ソフトボール）

平成23年8月28日・9月18日・第二浄化センターグラウンド

【2回戦】梅花クラブ 08－7 橿原市

【3回戦】梅花クラブ 10－2 平群町

【準決勝】梅花クラブ 02－8 王寺町

おめでとうございます
第3位　梅花クラブ

●11月の町民開放日（中央体育館アリーナ）は、11月12日（土）です。（対象者は、川西町在住、在勤者）
●12月分の運動場抽選会は、11月28日（月）中央体育館2階会議室で、午前9時より行います。
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第74回　歩いて見よう会

かつて山城国といわれた京都府最南端の地が南山城。その中央を木津川が流れ、その背後にはなだらかな丘陵
が続き、古くから東海、北陸、山陽、山陰に至る交通の要地として、また政治、経済、文化、宗教など、そのと
きどきに重要な役割を果たして来ました。
少し山よりにはいくつもの寺が点在し、そこには仏像や名品が残されています。どなたでも自由に参加下さい。
申込みは不要です。当日、集合場所にお越しください。
☆日　　時 平成23年11月23日（水・祝）小雨決行　中止の場合は午前８時頃に決定します。
☆集合場所 結崎駅前午前９時15分集合
☆行　　程 結崎駅発午前９時28分（大和西大寺行）乗車→平端駅（乗換、京都行き乗車）→新田辺駅下車→

（徒歩）観音寺（大御堂）→（徒歩）→近鉄三山木駅→大和西大寺駅（乗り換え）→結崎駅　午
後４時頃の予定

費　用 参加費100円　　交通費910円（結崎－新田辺480円、近鉄三山木－結崎430円）
※拝観の選択は自由、時間内に出来ます（一休寺（酬恩庵）500円、観音寺（大御堂）400円）。雨具・昼食は各
自ご用意下さい。皆さんお誘いの上多数お越しください。
ご案内 森川和郁144-0706 中尾陽143-0336 福山清市144-2602 薦田義治143-1653

※次回12月は12月３日（土）正暦寺（奈良）（紅葉狩り）を予定しています。

紅葉の南山城古刹、とんちで知られる一休禅師と観音寺に十一面観音の足跡を訪ねる

川西町文化協会所属 11月の案内

「第７回市町村対抗子ども駅伝大会」における川西町予選会開催について

今年も「市町村対抗子ども駅伝大会」が実施されます。この大会は、子どもたちの体力低下が懸念されるな
か、長距離走の普及と、駅伝を通じスポーツ全般に必要な基礎体力の向上と子どもたちの連帯感を養うことを
趣旨とする大会です。川西町においても、町代表チームを結成し、本大会に出場する予定です。
下記の要綱で予選会を実施いたしますので、ご参加いただきますようお願いします。

記
（予選会）日　　時 平成23年12月10日（土）９時30分集合　10時開始

雨天中止決定　８時30分中央体育館にTELで確認ください。
雨天予備日12月11日（日）13時集合　13時30分開始

場　　所 川西健民グラウンド
主　　催 川西町教育委員会
対 象 者 町内在住の小学５・６年生
予選内容 トラック内約２kmを走行し、タイムを計測する。
選抜方法 タイム上位　男子６名、女子６名の大会出場12名を選抜。
申込受付 平成23年11月７日（月）～22日（火）迄、９時～17時の間

中央体育館窓口（水曜休館）で申込用紙を記入し提出してください。
（本大会）第７回市町村対抗子ども駅伝大会

日　　時 平成24年３月３日（土）８時20分～14時　小雨決行
場　　所 馬見丘陵公園　北葛城郡河合町大字佐味田2202番地
主　　催 奈良県　39市町村教育委員会　（財）奈良県体育協会
内　　容 県内39市町村対抗駅伝・タイムトライアル
距　　離 対抗駅伝：全14.67km 全８区間

タイムトライアル：1.53km
問合わせ 川西町教育委員会事務局社会教育課中央体育館　10745－44－1616

奈良県立明日香養護学校では、平成24年度に入学（転入学）を希望する障害のある生徒とその保護者に対して、
本校の肢体不自由教育についての理解と認識を深めていただくため、体験入学を行います。
また、本校では奈良県内全域を対象に、訪問教育を行っています。障害が重い、病気など健康上の理由、或いは
家庭の都合などで学校に通学することの困難な生徒の家庭に教員が訪問して行う教育です。
＜中学部＞日時 平成23年11月30日（水）午前9時10分～午後1時（給食の試食を行います）

場所 奈良県立明日香養護学校
対象・肢体不自由を有する小学6年生と保護者及び関係者
・訪問教育の体験を希望する生徒と保護者及び関係者（当日参加の困難な場合はご相談ください）

＜高等部＞日時 平成23年12月1日（木）午前9時10分～午後1時（給食の試食を行います）
場所 奈良県立明日香養護学校
対象・肢体不自由を有する中学3年生と保護者及び関係者
・訪問教育の体験を希望する生徒と保護者及び関係者（当日参加の困難な場合はご相談ください）

問い合わせ・申込み先:県立明日香養護学校　10744－54－3380 申込締切11月16日（水）

明日香養護学校　体験学習
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町立図書館：川西文化会館内　電話 0745－44－2212 ＦＡＸ 0745－44－2920 休館日／毎水曜日・祝日

第一金曜日・年末年始・特別整理期間　　開館時間／9：30～17：00

川西町ホームページ“http://www.town.nara-kawanishi.lg.jp/"

～図書館カレンダー～

1111月月

は休館日 はおはなし会

1212月月

町立図書館

図図図図書書書書館館館館ののののホホホホーーーームムムムペペペペーーーージジジジををををごごごご利利利利用用用用くくくくだだだだささささいいいい

図書館のホームページでは、利用案内や行事の
お知らせ、蔵書の検索ができます。アドレスは、
次のとおりです。どうぞご利用ください。

http://library.town.kawanishi.nara.jp

こんな本もどうぞ ～新しく入った本から～

生きてるかい？ 南木　佳士 文 芸 春 秋
ウルフ・ホール 上・下＜ブッカー賞受賞作＞ ヒラリー・マンテル 早 川 書 房
エアコンのいらない家 山田　浩幸 エクスナレッジ
FBI美術捜査官 奪われた名画を追え 柏　書　房
おとなの美術館 日経BP社 日経BPマーケティング
おとな帽子＋こども帽子 岡部　淳子 日本ヴォーグ社
覚悟の決め方 僧侶が伝える15の智慧 河野　太通 扶　桑　社
カッティングシートでデコ窓・デコ壁 ピ　ポ　ン グラフィック社
がん患者 鳥越俊太郎 講　談　社
きょう一日。非常時を生き抜く究極の五木メソッド55 五木　寛之 徳 間 書 店
グレン・グールド 未来のピアニスト 青柳いづみこ 筑 摩 書 房
原発官僚 漂流する亡国行政 七尾　和晃 草　思　社
子どもの学力に不安を感じたときに読む本陰山　英男 小　学　館
サヴァイヴ SURVIVE 近藤　史恵 新　潮　社
されど彼らが人生 佐野　眞一 毎日新聞社
質素な性格 欲は小さく野菊のごとく 吉行　和子 講　談　社
しなやかに生きてる人の習慣術 菅原　　圭 河出書房新社
自分を育てる読書のために 岩 波 書 店
昭和二十年、子供たちが見た日本 梯　久美子 角 川 書 店
図説本の歴史 樺山紘一／編 河出書房新社
世界をやり直しても生命は生まれるか？ 長沼　　毅 朝日出版社
世界の夢の本屋さん エクスナレッジ
大震災のなかで 私たちは何をすべきか 内橋　克人 岩 波 書 店
脱皮コレクション 新開　　孝 日本文芸社
たとえば君 四十年の恋歌 文 芸 春 秋
団塊のジジババが日本をダメにする 正高　信男 潮 出 版 社
地図と写真から見える！古事記・日本書紀 山本　　明 西　東　社
月３万円ビジネス 藤村　靖之 晶　文　社
停電・震災に備えるPC管理術 橋本　和則 技術評論社
電気をつくろう！ つくって、ためて、使ってみよう 高橋　隆雄 秀和システム
なでしこ力 佐々木則夫 講　談　社
バスケットボール一人でもできるトレーニングブック
ヒトは人のはじまり 霊長類学の窓から三谷　雅純 毎日新聞社
肥料を知る土を知る 農　文　協 農山漁村文化協会
まいにちはけるこどものパンツ 日本ヴォーグ社
密閉国家に生きる 私たちが愛して憎んだ北朝鮮 バーバラ・デミック 中央公論新社

脇　　明子
小幡　章子

河野　裕子
永田　和宏

ロバート・K・
ウィットマンほか

11月のおはなし会
◎小さい人　4才～1年生まで　 12日（土）
◎大きい人　2年生～中学生まで　26日（土）
どちらも10時30分からおはなしのへやで

新聞でちょっとおしゃれなトートバッグ
とワインバッグをつくりましょう。

と　き 平成23年11月18日（金）
９：30～11：30

ところ 川西文化会館１階　創作室
持ち物 はさみ、のり、定規

※新聞は図書館で用意しますが、
お好みの新聞があればお持ちください。

対　象 町内在住の大人の方、先着15名（無料）
申込み 11月１日（火）から15日（火）の開館時間中

（午前９時30分～午後５時）に、図書館１
階カウンターまたは電話（10745－44－
2212）で受け付けます。

＜作品例＞

新聞紙でつくるエコバッグ

大人のための工作教室

ベースボール・
マガジン社


